
第１０号議案

美術品等取得基金管理運用規則の制定について

美術品等取得基金管理運用規則を別紙のとおり制定する。

平成３１年３月１８日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁

第１０号議案
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美
術
品
等
取
得
基
金
管
理
運
用
規
則

美
術
品
等
取
得
基
金
管
理
運
用
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
美
術
品
等
取
得
基
金
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
七
号
）
及
び
教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委

任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術
品
等
取
得
基
金
（
以
下

「
基
金
」
と
い
う
。
）
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
美
術
品
等
の
範
囲
）

第
二
条

基
金
で
取
得
す
る
美
術
品
等
は
、
宮
城
県
美
術
館
に
お
い
て
収
集
す
る
美
術
品
（
以
下
「
美
術
館
収
集
品
」
と
い
う
。
）

並
び
に
東
北
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
収
集
す
る
考
古
資
料
、
民
俗
資
料
、
美
術
工
芸
及
び
建
造
物
に
関
す
る
資
料
そ
の
他
の
歴
史

に
関
す
る
資
料
（
以
下
「
歴
史
博
物
館
収
集
品
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

（
美
術
品
等
取
得
計
画
）

第
三
条

宮
城
県
美
術
館
及
び
東
北
歴
史
博
物
館
の
館
長
（
以
下
「
美
術
館
長
等
」
と
い
う
。
）
は
、
基
金
に
よ
り
美
術
品
等
の
取

得
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
美
術
品
等
取
得
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。
）
を
教
育
長
に
提
出
し
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

計
画
は
、
取
得
に
係
る
美
術
品
等
が
美
術
館
収
集
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
宮
城
県
美
術
館
の
館
長
が
、
歴
史
博
物
館
収
集

品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
東
北
歴
史
博
物
館
の
館
長
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

美
術
館
長
等
は
、
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
取
得
に
係
る
美
術
品
等
が
美
術
館
収
集
品
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
宮
城
県
美
術
館
協
議
会
（
美
術
館
協
議
会
条
例
（
昭
和
五
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る

宮
城
県
美
術
館
協
議
会
を
い
う
。
）
に
、
歴
史
博
物
館
収
集
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
東
北
歴
史
博
物
館
協
議
会
（
歴
史
博
物

館
協
議
会
条
例
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
三
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
東
北
歴
史
博
物
館
協
議
会
を
い
う
。
）
に
諮
問
し
、

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
三
項
の
規
定
は
、
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
美
術
品
等
の
保
管
等
）

第
四
条

基
金
で
取
得
し
た
美
術
品
等
は
、
当
該
美
術
品
等
が
美
術
館
収
集
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
宮
城
県
美
術
館
に
、
歴
史
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博
物
館
収
集
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
東
北
歴
史
博
物
館
に
保
管
す
る
。

２

美
術
館
長
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
美
術
品
等
を
宮
城
県
美
術
館
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員

会
規
則
第
十
三
号
）
第
二
条
及
び
東
北
歴
史
博
物
館
管
理
規
則
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
九
号
）
第
二
条
に

規
定
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

美
術
館
長
等
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
美
術
品
等
を
、
収
蔵
品
と
し
て
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
引
渡
し
）

第
五
条

基
金
で
取
得
し
た
美
術
品
等
を
一
般
会
計
に
引
き
渡
す
場
合
の
価
格
は
、
当
該
美
術
品
等
の
取
得
価
格
と
す
る
。

（
基
金
財
産
台
帳
）

第
六
条

教
育
長
は
、
基
金
に
属
す
る
財
産
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
財
産
の
種
類
ご
と
に
基
金
財
産
台
帳
（
別
記
様
式
）

を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

第
七
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
記

様
式

（
第

６
条

関
係

）

そ
の

１

（
単

位
：

円
）

増
減

現
在
高

点
数

価
格

点
数

価
格

点
数

価
格

増
減

現
在

高

（
注
）
１

年
月

日
欄

に
は

，
増

減
の

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
２

増
減

理
由

欄
に

は
，

積
立

て
，

取
得

，
引

渡
し

等
の

増
減

理
由

を
記

入
す

る
こ

と
。

３
会

計
年

度
を

経
過

す
る

ご
と

に
，

そ
の

年
度

に
お

け
る

増
減

等
の

合
計

を
記

入
す

る
こ

と
。

４
価

格
は

，
税

込
み

で
記

入
す

る
こ

と
。

現
在

高
美

術
品

等
計

基
金

財
産

台
帳

（
総

括
）

摘
要

年
月

日
増

減
理

由
現

金
増

減
繰

替
運

用
等
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別
記

様
式

（
第

６
条

関
係

）

そ
の

２

（
単

位
：

円
）

増
減

現
在
高

点
数

価
格

点
数

価
格

点
数

価
格

増
減

現
在

高

（
注
）
１

年
月

日
欄

に
は

，
増

減
の

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
２

増
減

理
由

欄
に

は
，

積
立

て
，

取
得

，
引

渡
し

等
の

増
減

理
由

を
記

入
す

る
こ

と
。

３
会

計
年

度
を

経
過

す
る

ご
と

に
，

そ
の

年
度

に
お

け
る

増
減

等
の

合
計

を
記

入
す

る
こ

と
。

４
価

格
は

，
税

込
み

で
記

入
す

る
こ

と
。

現
在

高

基
金

財
産

台
帳

（
宮

城
県

美
術

館
）

年
月

日
増

減
理

由
現

金
美

術
品

等
繰

替
運

用
等

計
摘

要
増

減
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別
記

様
式

（
第

６
条

関
係

）

そ
の

３

（
単

位
：

円
）

増
減

現
在
高

点
数

価
格

点
数

価
格

点
数

価
格

増
減

現
在

高

（
注
）
１

年
月

日
欄

に
は

，
増

減
の

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
２

増
減

理
由

欄
に

は
，

積
立

て
，

取
得

，
引

渡
し

等
の

増
減

理
由

を
記

入
す

る
こ

と
。

３
会

計
年

度
を

経
過

す
る

ご
と

に
，

そ
の

年
度

に
お

け
る

増
減

等
の

合
計

を
記

入
す

る
こ

と
。

４
価

格
は

，
税

込
み

で
記

入
す

る
こ

と
。

現
在

高

基
金

財
産

台
帳

（
東

北
歴

史
博

物
館

）

年
月

日
増

減
理

由
現

金
美

術
品

等
繰

替
運

用
等

計
摘

要
増

減
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別
記

様
式

（
第

６
条

関
係

）

そ
の

４

（
単

位
：

円
）

（
注
）
１

年
月

日
欄

に
は

，
増

減
（

内
訳

変
更

を
含

む
。

）
の

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
２

増
減

理
由

欄
に

は
，

積
立

て
，

取
得

，
引

渡
し

等
の

増
減

理
由

を
記

入
す

る
こ

と
。

３
内

訳
に

は
，

運
用

す
る

口
座

ご
と

に
預

金
等

の
種

別
と

金
額

を
記

入
す

る
こ

と
。

他
基

金
と

の
合

同
運

用
口

座
の

場
合

は
，

預
金

等
の

種
別

の
前

に
【

合
】

と
記

入
す

る
こ

と
。

約
定

で
満

期
を

定
め

た
預

金
に

あ
っ

て
は

，
満

期
年

月
日

を
併

せ
て

記
入

す
る

こ
と

。
４

会
計

年
度

を
経

過
す

る
ご

と
に

，
そ

の
年

度
に

お
け

る
増

減
等

の
合

計
を

記
入

す
る

こ
と

。

基
金

財
産

台
帳

（
現

金
）

年
月

日
増

減
理

由
増

減
現

在
高

内
訳

摘
要
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別
記

様
式

（
第

６
条

関
係

）

そ
の

５

台
帳

番
号

取
得

年
月

日
登

録
番

号
種

別
作

者
名

品
名

制
作

年
材

質
，

形
状

，
技

法
等

価
格

（
円

）
引

渡
し

年
月

日
所

蔵
館

摘
要

（
注
）
１

取
得

年
月

日
欄

に
は

，
購

入
代

金
の

支
払

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
２

価
格

は
，

税
込

み
で

記
入

す
る

こ
と

。

基
金

財
産

台
帳

（
美

術
品

等
）
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別
記

様
式

（
第

６
条

関
係

）

そ
の

６

（
単

位
：

円
）

（
注
）
１

年
月

日
欄

に
は

，
増

減
の

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
２

増
減

理
由

欄
に

は
，

繰
替

運
用

，
繰

入
運

用
，

繰
替

運
用

の
償

還
，

繰
入

運
用

の
償

還
等

の
増

減
理

由
を

記
入

す
る

こ
と

。
３

繰
替

運
用

等
の

使
途

が
明

ら
か

な
場

合
に

は
，

摘
要

欄
に

繰
替

運
用

等
の

使
途

を
記

入
す

る
こ

と
。

４
会

計
年

度
を

経
過

す
る

ご
と

に
，

そ
の

年
度

に
お

け
る

増
減

等
の

合
計

を
記

入
す

る
こ

と
。

基
金

財
産

台
帳

（
繰

替
運

用
等

）

年
月

日
増

減
理

由
増

減
現

在
高

摘
要

－73－



美術品等取得基金管理運用規則の概要

１ 制定理由

美術品取得基金条例の一部改正に伴い，新たに東北歴史博物館において

収集する資料が対象になることから，これを機に，基金財産の管理運用に

ついて，より明確化しようとするもの。

２ 制定内容

・基金財産の取得，保管及び引渡し等について定める。

・基金財産台帳について定める。

３ 施行日

平成３１年４月１日
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